
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成２６年１２月１２日発行 

１２月号（臨時） 

発行責任者 紺野 宗作 

２学期終了！・・・心のエネルギーは家庭から 
 ２学期がいよいよ終了です。これから子どもたちは楽しい年末年始の生活に入ります。保護者の皆様に

おかれましても正月を迎え、ゆったりとした気持ちで子どもと関われる一番のチャンスの時ではないかと

思います。 

 学校では、学習活動の中で友だちと関わり合い、助け合い、相手のよさに気づかせる体験をたくさん作

ってきました。そのためには子どもの心の健康が最も大事です。子どもにとって一番安心感がある場所は

家庭です。家庭で親から温かい愛情を受け、子どもは心のエネルギーを満たします。エネルギーを満たさ

れた子どもは学校でも意欲的です。勉強や友だちとの関わりも前向きで積極的に頑張ります。逆にエネル

ギーが満たされない子どもは朝から元気がなく、すべてに自信と意欲がありません。人のせいにしがちで、

友だちとのトラブルも起こしがちです。 

そういった意味でも、本校で行っている「家読（うちどく）運動」は家族のコミュニケーションを創出

するとても有効な手段です。ぜひ、冬休みも家読（うちどく）運動などを通して、毎日の子どもとの関わ

りを大切にし、子どもの心のエネルギーを満たしてくださるようお願いします。 

用務員 斎藤さん 鵜川さんの紹介 

 用務員の仕事は、子どもたちや保護者にはなかなか見えにくいものです。しかし、学校にはなく

てはならない仕事をたくさん受け持っており、学校の縁の下の力持ちといったところでしょうか。 

（鵜川さん） 

校長室を訪れた人が必ずと言っていいほど口にする言葉が 

あります。「玄関の花。素敵ですね」という言葉を口にするの 

です。鵜川さんは、いつも玄関や校長室を花で飾ってくれま 

す。この心遣いによって和やかな雰囲気が生まれ、校長室を 

訪れた人との会話がスムーズに進みます。 

 

                 （斎藤さん） 

                  斎藤さんは、我々が 

気づかないでいること 

をすぐさま察知して仕 

事をしてくれます。 

 例えば、校庭の木々や校舎の異変に気づきすぐさま対応し 

てくださいます。また、地域で何か子どもの安全上で心配な 

ことがあると、すぐさま情報を提供してくださいます。何度

も斎藤さんに助けられました。 

 お二人の用務員の仕事ぶりにいつも感謝しています。 

  

鵜川さんは、草月流の師範代・・・  

すばらしいです 

校庭をならすために自宅からトラク

ターを持ってきてくれる斎藤さん 



 

 

  （全校朝会の校長講話から） 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一見、スポーツと読書は関係ないように思われるかも知れませんが、プロスポーツ選手の多くが

読書家です。あるテレビ番組でサッカー日本代表のキャプテン長谷部誠選手がとても読書好きであ

ることを知りました。その秘密を全校朝会でお話をしました。 

            左の写真の本棚は、長谷部誠選手の自宅の部屋の本棚です。図書館で

はありません。この写真を見ただけでかなりの読書家であることがわか

ります。長谷部選手はなぜ本を読むかというと、読書は人の心を強くす

るからだと言っています。長谷部選手の書いた本から読書についての文

章の一部を紹介しました。 

どんなジャンルだろうと、読むことによって脳が活性化します。              

さらには、面白い！と思える本は、人を幸せにします。そして、本は              

読んだ人に知恵を与えてくれます。私は年間１００冊以上の本を読み             

ます。海外に遠征するときはスーツケースの半分ぐらいが本を占めてし              

まうこともあります。本を読んでいるときはその世界に入り込みたいので自宅のソファに座って音

楽を消して読んでいます。ビジネス書や実用書を読むことが多いですが、小説や絵本などもたくさ

ん読みます。大事なのは、「ただボーッと読んだだけ」という状態にならないこと。読んでから、

あるいは読みながら、心に残った部分を頭の奥底に植え付けるようにしています。僕は忘れっぽい

ので本を読んでいてせっかく「いいなあ」と思う文に出会っても２，３日たつと忘れてしまう。だ

から印象に残った文は読み終わったらすぐにノートに書き写すようにしています。僕は、この読書

ノートを持ち歩き、心を点検しています。 

校長講話の最後には、喜多方市の読書目標を達成している人全員を紹介して励ましました。  

各学年１位だった人のみを紹介します。（１年生は読書が始まったばかりなので除く） 

６年 安斎雄一朗（１１０さつ）                            

５年 鈴木涼平（７２さつ）                               

４年 大塚麻友（７９さつ）                                      

３年 佐瀨音羽（１６５さつ）                                         

２年 齋藤美緒（５９５さつ）                                        

＊大きな拍手をおくりたいです。 

 喜多方市の読書目標を達成している人は、学校全体で３７人。これからも山都小学校では    

家読（うちどく）運動をはじめ、読書活動に力を入れていきたいと考えています。 

 

 

 

 

ＨＰで学校の出来事を更新しています！ 

検索サイトで「喜多方市立山都小学校」を 

喜多方市の目標 

１年 月１８冊  ２年 月１６冊 

３年、４年 月１０冊 

５年  月８冊  ６年 月６冊 



 


